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著作権について 

■規約・契約約款 

「Google Analytics 活用マニュアル」（以下、「本商材」と表記）は著作権

法で保護されている著作物です。本商材の使用に際しましては、以下の点にご

注意下さい。 

 

■著作権者の事前許可を得ずして、マニュアルの一部または全部を、あらゆる

データ蓄積手段（印刷物、ビデオ、テープレコーダーおよび電子メディア、イ

ンターネット等）により複製および転載することを禁じます。 

 

■使用許諾契約書 

PDF を開封・閲覧することをもって、あなたはこの契約に同意したことになり

ます。 

 

第１条 目的 

この契約書は、本商材に含まれる情報を、本契約に基づきあなたが非独占的に

使用する権利を許諾するものです。 

 

第２条 一般公開の禁止 

本商材に含まれる情報は、著作権法および特許法によって保護され、また秘匿

性の高い内容である事を踏まえ、あなたは、その情報を作者との書面による事

前許可を得ずして出版および電子メディアによる配信等により、一般公開並び

に転売してはならないものとします。 

 

第３条 契約解除 

あなたがこの契約に違反した場合、作者は何の通告もなく、この使用許諾契約

を解除することができるものとします。 

 

第４条 損害賠償 

あなたが本契約の第2 条の規定に違反した場合、あなたは本契約の解除に関わ

らず、直ちに作者に対して、違反金として、違反件数と販売価格を乗じた価格

の１０倍の金額を支払うものとします。 
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インターネットビジネスに関わる人にとって、訪問者がどこからあなたのサイ

トに来たのか、またユーザーがいつどのようにあなたのサイトを訪問したのか

を知ることは非常に重要なことと言えます。 

これまでアクセス解析ツールといえば忍者ツールズやアクセスアナライザー

が一般的でしたが、Google から登場した「Google Analytics」はこれまでにな

い高性能アクセス解析ツールとして注目を浴びています。 

しかし、その高性能さゆえ「使いこなせない」「どこを見たらいいのか分から

ない」という声も多く聞かれます。 

 

このレポートではそんな悩みを解決し、あなたの Web サイトを理想の形に近づ

けるための手助けとなる Google Analytics 活用方法について説明していきたい

と思います。 

 

 

 

 

■ Google Analytics の特徴 

 

Google Analytics は Google が提供する無料で利用できるアクセス解析ツール

です。アクセス解析は大きく「サーバーログ型」「パケットキャプチャー型」

「Web ビーコン型」の 3つに分類されます。この中で Google Analytics は HTML

に専用のタグを埋め込み、そのタグを専用のサーバーで解析する Web ビーコン

型に当てはまります。 

Google Analyticsは Google アカウントを取得すれば誰でも無料で利用するこ

とが可能でアドワーズ広告との連動によるアドワーズ広告の費用対効果も計測

でき、ユーザーのサイト内での移動履歴の確認、どんな検索キーワードを利用

してサイトに訪問したのかなど、ネットビジネスの効率化に必要な様々なデー

タを得ることが可能になります。 

 

 



■ Google Analytics の導入と設定 

【Google Analytics の申し込み】 

ではまず始めに Google Analytics を利用するための申し込みを行います。 

 

① http://wwwgoogle.com/analytics/にアクセスし「今すぐお申し込み」をク

リック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② すでに Google アカウントをお持ちの方はログイン（Google アカウントをお

持ちでない方はこの画面からアカウントの申し込みをしてください） 
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グーグルアカウントをお持

ちの方はアドレスとパスワ

ードを入力してログイン 

グーグルアカウントをお持

ちでない方はこちらから申

し込みをしてください 

http://wwwgoogle.com/analytics/


 

③ 「アカウントの作成」をクリック 

 
④ 一般情報の入力を行います 

 

⑤ 連絡先情報の入力を行います 
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⑥ Google Analytics サービス利用規約を読み同意の上「はい」にチェック 

 

⑦ トラッキングコードが発行されました 

 
 

【トラッキングの設定】 

① トラッキングコードをコピーします 

② アクセス解析したい HTML ファイルのソースにトラッキングコードを張り

付けます。 

③ 「続行」ボタンを押して Analytics 設定画面に進みます 

 

※ アクセス解析したいページがたくさんある場合、一ページずつ開いてコピペ

していては時間がかかりますので、DreamWeaver などのエディターソフトに

ある「置換」機能を使ってタグを一斉に書き換えると便利です。 
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【Google Analytics の基本設定】 

Analytics 設定画面 

こちらが、ログイン後最初に表示される画面になります。 

 

プロファイルの設定をします

 

【Google Analytics の基本設定】 

プロファイルの設定画面 
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基本的なプロファイ

ル設定を行います 

目標の設定を行い

ます 

フィルタの設定を

行います 

ユーザーのアクセ

ス設定を行います 



 

① プロファイルの基本設定 

・ プロファイル名を入力･･･レポートページで表示されるので分かりや

すい名前を入力します。 

・ ウェブサイトの URL･･･あなたのサイトの URL 

・ デフォルトのページ･･･通常は index.html となります 

・ URLクエリパラメータを除外･･･ここで入力されたパラメータは解析か

ら除外されます。 

・ e コマースウェブサイト･･･該当する場合は「はい」を選択します。 

・ 通貨･･･使用する通貨と小数点以下何桁まで表示かを選択します。コン

バージョンに関係しますので「日本円」を選びます。 

・ 利用できるレポート･･･「レポートダッシュ」と「レポートカテゴリ」

を設定します。レポートダッシュは必要なものにチェックをいれ、一

番使うものデフォルトに設定します。レポートカテゴリは両方を選択

しておいたほうが便利です。 
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② 目標の設定 

資料請求のページや問い合わせフォームなど、ユーザーのアクションを期待

するページを設定して、そのページを目標として設定します。 

そのページにたどり着くまでにユーザーがどのようなルートをたどってき

たを分析することでより良いサイト作りが可能になります 

 

「プロファイルの設定画面」→「コンバージョン目標と目標達成プロセス」

→「編集」をクリックして目標編集画面を開きます。 

目標は 4つまで設定可能です。 

 

 ＜目標情報を入力＞ 

・ 目標URL･･･ここに入力したページに到達した時点で目標達成となりま

す。ファイル名までしっかりと入力します。 

・ 目標名･･･レポートに表示される名前になりますのでわかりやすいも

のにします。 

・ 有効な目標･･･「オン」を選択 

 ＜目標ステップ設定手順＞ 

・ ステップを定義･･･設定した目標ページに到達するまでのステップ（通

過するページ）を定義すること可能ですので必要に応じて入力してく

ださい。 

・ 目標･･･自動的に入力されます 

 

「変更を保存」を押して設定が完了します 



目標編集画面 

 

「買い物終了画面」など分

かりやすい名前を入力 
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■ Google Analytics の基本操作 

 

導入と設定が完了したら、いよいよ、それぞれのレポートを表示してみましょ

う 

 

【レポート画面】 

「Google Analytics トップページ」→「ログイン」→ご覧になりたいプロファ

イルの「レポートビュー」を選択します。 

 

「ダッシュボード」は選択したプロファイルの概要を見るときに使用します。

「すべてのレポート」はより詳しい個別のレポートを見るときに使用します。 

 

プルダウンでプロファイル変更 

左で選択したレポートが表示される

アクセス解析の

サマリーを見る

ときに使う 

出力したいレポ

ート名を選択す

る 

出力したい日に

ち、曜日、時間

を設定する 

上に表示されているレポ

ートの基本的な使い方、

用語の解説い 
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【ダッシュボードの使い方】 

「経営者」「マーケティング担当」「ウェブマスター」それぞれに必要なデー

タの概要を見ることができます。 
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どのサイトから誘導されたか、どんなキーワードで訪問したかのデータとその

上昇率を前 1週間とを比較したもの 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのページが入り口になっているか、どのページで出て行ったか等のデータと

その上昇率を前１週間と比較したもの 
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目標設定をした場合の目標ページへの訪問率 

【レポートの使い方】 

「すべてのレポート」をクリックすると円グラフか棒グラフによるより詳しい

データを表示できます。「経営者」「マーケティング担当」「ウェブマスター」

それぞれに必要なデータの概要を見ることができます。 
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Excel データダウンロード

テキストデータ表示 

印刷用画面に切り替え 

レポート表示の例１（１日の訪問者） 

 

 

 

 
グラフ種類切り替え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート表示の例２（上位の離脱ページ） 

 

 



【期間の使い方】 

Google Analytics のレポートでは見たいレポートの期間指定に加え、２つの

期間を比較することができます。また、日別、時間別、月別の期間設定も可能

です。 

 

＜表示単位の設定＞ 
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＜表示期間の設定＞ 

 

レポートに表示する期間の単位を選択しま

す（デフォルトは「日別」になっています） 

出てきた２つのカレンダーの左側

に期間の開始、右側に期間の終

了を選択ください 

特定の期間のレポートを表

示する場合このアイコンを

クリックしてください 

 

 

 



＜２つの期間の比較＞ 

 

 

 

 

 
１つ目の期間設定 

２つ目の期間設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つ目の期間データ 

１つ目の期間データ 
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■ Google Analytics を利用した WEB マーケティング 

ここでは、Google Analytics を利用して表示する各種データを分析すること

で把握できるマーケティング分析の方法について説明いたします。 

 

【訪問ユーザー数】 

 

 

 

 

一日の訪問者数 
固有の訪問ユーザー

のトラッキング 
マーケティングの 

最適化 

 

このレポートには「１日の訪問ユーザー数」と「新規訪問ユーザー数」のグラ

フが表示されます。 

ここでいう「訪問ユーザー数」とはユニークの訪問者数を意味しています。 

あなたのサイトを訪れたユーザーのうち、新規ユーザーがどれくらいいるかを

理解することができます。 

また、「新規訪問ユーザー数」グラフで見たい日にちをクリックすると、その

日の新規ユーザーの割合がパーセント（％）で表示されます 

 

 

 

【ページビュー】 

 

 

 

 

固有の訪問ユーザー
のトラッキング 

訪問数とページビュ
ー数のトラッキング 

マーケティングの 
最適化 

 

「ページビュー」はページが何ページ見られたかを示す指標となります。あな

たのサイトのいくつのページを訪問しているのかを理解することができます。

ページビューが多いことがそのままサイトの人気をあらわしていることとは限

らず、目的のページになかなかたどり着けなかっただけ、という可能性もあり

ますので注意が必要です 
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【閲覧時間】 

 

 

 

 

閲覧時間 コンテンツの 
パフォーマンス 

マーケティングの 
最適化 

 

このレポートはあなたのサイトを訪問したユーザーがあなたのサイトにどれ

だけ長い時間滞在したのかを示しています。 

訪問ユーザー数やページビューに加え、重要な指標のひとつとなります。 

 
 

 

 

【アクセスが集中している時間帯】 

 

 

 

 

固有ユーザーの 
トラッキング 

訪問数とページビュ
ー数のトラッキング 

マーケティングの 
最適化 

アクセスが多い曜日は把握していても、それが何時ごろにピークを迎えるかと

いうことに関してまで把握していることは少ないと思います。このレポートで

はユーザーがあなたのサイトを訪問する時間帯のピークを知ることができるの

で、サイトのメンテナンス時間やコンテンツ更新といった作業にあてるべき時

間を把握するのに役立ちます。 

デフォルトの期間表示は「日別」になっているので「時間別」に切り替えます。

この状態で「曜日」をクリックすると特定の曜日の時間帯別アクセス数も調べ

ることが可能になります。 
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メンテナンスに適した時間 

表示期間を「時間別」に 
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【ユーザーはどのサイトから誘導されているか】 

【どの検索エンジンを利用して訪問されたか】 

 

 

 

 

訪問ユーザーセグメ
ントのパフォーマンス 参照ソース 

マーケティングの 
最適化 

このレポートのリストにある[referral]はあなたのサイトにリンクをはって

くれているサイトからの訪問をしめしています。好意的なリンクもありますが、

中には批判的なコメントとともにリンクを張られていることもありますのでそ

れらを把握することも可能になります。 

 

[organic]は検索エンジンの結果画面からの訪問を示しています。どの検索エ

ンジンに上位表示されているかを把握することにより、どの検索エンジンへの

SEO 対策が有効なのかを把握する手段としても利用可能になります。 

 

なおリスト中の[none]はブラウザーのアドレスバーへ直接入力、またはブック

マークからのアクセスを示しています。 

 

 

 

【どんな検索キーワードが使われているか】 

 

 

 

 

検索エンジン 
マーケティング 

キーワード全体の 
コンバージョン 

マーケティングの 
最適化 

このレポートではあなたのサイトを訪問したユーザーがどのキーワードで検

索をした結果訪問したのかを知ることができます。期待するキーワードでのア

クセスがきちんとあるか、また、予想していなかったキーワードが存在してい

るのかといった、サイト運用上重要な指標となるデータを調べることが可能に

なります。 
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【キーワードアドバイス】 

 

 

 

 

検索エンジン 
マーケティング キーワードアドバイス

マーケティングの 
最適化 

このレポートはリスティング広告に出稿しているキーワード以外に、ユーザー

があなたの Web サイトを訪問するきっかけとなっているキーワードを示してい

ます。訪問数やページビュー数をキーワードごとに比較することによって、こ

れまでリスティング広告に出稿していなかったけれども効果がありそうなキー

ワードを確認することができます。 

 

 

 

【入り口となっているページ】 

 

 

 

 

閲覧開始ページの 
直帰率 

ナビゲーションの 
分析 

コンテンツの 
最適化 

このレポートは「閲覧開始ページの直帰率」となっていますが、どのページが

最初にアクセスされるページなっているかを知るのに役立ちます。レポート中

のリストにある「/」はいわゆるトップページを示しています。 

トップページ以外で入り口になっているページを把握することで本当に見て

欲しいページを改善するのに役立てることができます。 

 

 

【ユーザーの PC 環境】 

 

 

 

 

ウェブデザインの 
情報 

ブラウザと 
プラットフォーム 

コンテンツの 
最適化 

このレポートではユーザーが使用している OS とブラウザーを知ることができ

ます。ユーザーの実態に合わせて新しい OS への対応をどうするのか判断するの

に役立ちます。 
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